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世界の捕鯨と捕鯨に関する最近の研究動向

岸上　伸啓
（人間文化研究機構・国立民族学博物館）

1 はじめに

　大海原を悠然と回遊する巨大生物というクジラのイメージが人口に膾
かい

炙
しゃ

している。た
しかに全長30メートル，体重140トンを超すシロナガスクジラは地球上で最大の生物で
あり，クジラのイメージに合致する。しかし，生物学的にクジラというとき，それは1.5
メートルほどのネズミイルカも含んでいる。すなわち，クジラとは，ザトウクジラやホ
ッキョククジラのような大型クジラのみならず，シロイルカやオキゴンドウなどのイル
カ類を含む，哺乳類のクジラ目に属する海棲動物の総称である。クジラ（鯨類）は大き
さも習性も多様であり，現在，約85種類が同定されている。
　クジラは，ハクジラとヒゲクジラに大別できる。ハクジラは歯を持ち，魚類を主食と
している一方，ヒゲクジラはエサである小魚やプランクトンをヒゲで濾して食べる。代
表的なハクジラには，大型のマッコウクジラやツチクジラ，小・中型のイシイルカ，マ
イルカ，ハンドウイルカ，スジイルカ，ハナゴンドウ，オキゴンドウ，シャチ，スナメ
リ，イッカク，シロイルカなどがいる。ハクジラの中ではヨウスコウカワイルカやアマ
ゾンカワイルカは開発の影響で絶滅の危機に瀕している。ヒゲクジラには大型のものが
多く，代表的なものは，シロナガスクジラ，ホッキョククジラ，セミクジラ，ナガスク
ジラ，コククジラ，イワシクジラ，ミンククジラ，ザトウクジラなどである。
　人類が海洋に進出したのは，約 5 万年前のことであると考えられている。人類は近海
を泳ぐクジラを見たり，崇めたり，漂着したクジラを資源として利用したりすることは
あっただろうが，積極的に捕獲し始めたのは数千年前である。沿岸とはいえども海上で
大型の動物を捕獲するためには，生態環境的な条件に加えて，船や狩猟具のような物質
文化と捕獲のための技術，集団猟を行うための社会組織などを必要とした。興味深いこ
とに世界各地で積極的な捕鯨が行われるようになったのは，地球の温暖化期の10世紀前
後である。生態的な条件と技術・社会的な条件などが整ったこの時期に，多くの人間が
捕鯨を積極的に行い，クジラを食料や燃料，道具等を製作するための資源として利用し
始めた。このため世界各地で捕鯨に深く関連する社会組織や思想・世界観，狩猟道具と
技術，料理，交易などが生み出され，地域や時代ごとに多様な生活様式を形成するよう
になった。ここでは，捕鯨とそれに関連する生き方を広義の捕鯨文化と呼ぶことにした
い。
　クジラの過剰捕獲によってその資源量が減少したこと，石油のような鯨油に代わる燃

岸上伸啓編『世界の捕鯨文化―現状・歴史・地域性』
国立民族学博物館調査報告　149：5－30（2019）



6 7

料資源が出現したことによって捕鯨は衰退し，人類とクジラの関係も変容した。現在で
も限られた世界各地の先住民や地域住民のみが捕鯨を行い，食料やその他の資源として
利用しているが，それ以外の人びとはクジラを自然環境のシンボルとして保護や保全の
対象と見なすようになってきた。現在では，ホエール・ウォッチングなど非致死的な利
用が主流になりつつある。人類とクジラの関係を歴史的な流れとして大別すると，利用
しなかった時代，致死的資源利用の時代，保護・非致死的利用の時代となる（岸上 2019）。
　ここでは，人類によるクジラの致死的利用である捕鯨に焦点をあて，世界各地の捕鯨
の歴史と現状を紹介するとともに，最近の研究動向を紹介する1）。

2 捕鯨の歴史

2.1 世界の捕鯨の歴史
　人類とクジラの関係の歴史は数千年にも及ぶ。人類が海岸に漂着したクジラを利用し
たことは容易に推測できるが，約 5 千年前には小型のクジラ類を捕獲し，利用してきた
ことが石川県の縄文時代の真脇遺跡の発掘調査などによって判明している（平口 1989; 
2003; 2009）。同様に，ノルウェーのレイクネス遺跡や韓国蔚山近郊のバングデ遺跡など
でも捕鯨が数千年前に行われていたと推定されている。
　紀元後 9 世紀ごろになると北欧のバイキングの人びと（ノース人）がクジラを利用し
ていたと言われている。そしてベーリング海峡地域の先住民や南欧のバスク人がそれぞ
れホッキョククジラやセミクジラなど大型クジラを意図的に捕獲しはじめたのは，10世
紀前後だと考えられている。
　沿岸近くから始まったバスク人の捕鯨は，13世紀ごろには大西洋に漁場を拡大し，そ
れから約300年間，バスク捕鯨の時代が続いた（プルールクス 2010）。そして大航海時代
になると産業資源としてクジラを本格的に捕獲するようになった。
　クジラの脂肪からとれる鯨油は，欧米人にとってランプの燃料や石鹸の原材料として
貴重な資源であった。バスク人やバイキングの人びとは鯨肉を食用にしたが，ほかのヨ
ーロッパ人が食用とすることはほとんどなかった（森田 1994: 398－400）。中世の西南ヨ
ーロッパではオリーブ油が主流であったが，ローマ帝国の崩壊でオリーブの産地が非ヨ
ーロッパ人によって支配されたため，鯨油がその代用品として流通するようになった。
また，ヒゲクジラ類のヒゲは，鞭やばね，コルセットの部品の原材料として利用された。
　1540年代には新大陸のニューファンドランド沖やラブラドル沖，セント・ローレンス
湾で，イギリスやオランダ，バスクから来た捕鯨船がセミクジラやホッキョククジラを
捕獲した。1610年ごろから1660年ごろまでノルウェーに近い北極圏にあるスピッツベル
ゲンでイギリスやオランダによって捕鯨が始まり，同地域における北極圏捕鯨は18世紀
半ばまで行われた。また16世紀から18世紀にかけて捕鯨船の大型化にともない漁場は大
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西洋全域へと拡大していった。
　17世紀から18世紀にかけてオランダが世界最大の捕鯨国となった。18世紀初頭にグリ
ーンランド西岸とバフィン島の間にあるデービス海峡で商業捕鯨が開始されると，19世
紀まで続いた。17世紀から19世紀は，セミクジラやマッコウクジラを対象とする帆船式
大型遠洋捕鯨の時代であり，イギリスやオランダ，アメリカが競合した。18世紀以降に
ヤンキー・ホエラーズとして名を馳せたアメリカは，19世紀にはいると世界最大の捕鯨
国になった。アメリカにおいて17世紀から19世紀にかけて捕鯨業は主要産業のひとつで
あった。
　19世紀には欧米の捕鯨は太平洋にまで拡大し，セミクジラに加え，マッコウクジラが
捕獲するようになった。クジラ資源が豊かなジャパングラウンドをアメリカ人捕鯨者が
発見した。アメリカの捕鯨船はその捕鯨場の近くに，食料や飲料水の補給地を必要とし
た。このことが，アメリカが日本に開国をせまる要因の一つになった。19世紀後半には
高速捕鯨船に捕鯨砲を装備したノルウェー式捕鯨が各国の捕鯨者によって採用された。
　1848年には，新たな捕鯨場がベーリング海を越え，アラスカ沿岸やカナダ西部極北地
域沿岸の北極海へと広がり，ホッキョククジラが捕獲対象となった。この地域の捕鯨は，
クジラ資源の枯渇化やクジラヒゲの価格の低下のために，1914年ごろに終焉を迎えた。
　20世紀にはいると捕鯨場は，太平洋からさらに南氷洋やインド洋へと広がっていった。
そして1930年代には日本も加わり南氷洋におけるクジラの乱獲の時代に突入した。これ
までに紹介したように商業捕鯨は，ある場所に資源がなくなると別の場所に資源を求め
て移動するという資源略奪型であった。このような捕鯨が数世紀にわたって続いたため，
クジラの頭数が減少していった。そこで，捕鯨者はクジラ資源の枯渇化を懸念し，無制
限の捕獲から科学的に資源を管理しながら捕獲するという立場に変化した。
　1946年に国際捕鯨取締条約（International Convention for the Regulation of Whaling，
略称 ICRW）が締結され，それに基づいて1948年には国際捕鯨委員会（International 
Whaling Commission，略称 IWC）が設立された。この時期から資源を管理しながら捕
獲を実施するようになった。しかし，オリンピック方式と呼ばれる競争的な捕鯨はザト
ウクジラやシロナガスクジラ，ナガスクジラ，イワシクジラ，マッコウクジラなどの鯨
種の資源を激減させていった。また，鯨油の入手をおもな目的としていたアメリカやオ
ランダ，イギリスなどかつての捕鯨国は，燃料として石油の普及によって鯨油生産の採
算がとれなくなると，1960年代末までに捕鯨から手を引いた。
　捕鯨やクジラに関して大転換が見られたのは，1972年にストックホルムで開催された
国連人間環境会議である。アメリカの代表は「クジラを救えずに環境は守れない」と発
言し，商業捕鯨の10年間のモラトリアム（一時的な捕獲の停止）を提案し，同会議では
合意が得られた。たが，同年に開催された IWC 総会では捕鯨国から反対意見があり，採
択されなかった（大隅 2003）。
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　しかし，ちょうど10年後の1982年には IWC 総会はモラトリアムに合意し，1990年ま
でに13種の大型クジラの資源量を調査し，1975年に導入された持続可能な捕鯨のための
管理方式を検討することになった。この決定は，世界各地の捕鯨産業に大きな影響を与
えた。日本では，南極海における母船式捕鯨を1987年 3 月に，日本沿岸における大型鯨
類の捕獲を1988年 3 月に一時停止した。2018年現在の日本では，日本沿岸や南氷洋，北
西太平洋における大型鯨類を対象とした調査捕鯨と IWC の規制外にある小型鯨類の捕獲
を行っている。
　1990年に IWC の科学委員会は，コククジラとミンククジラの資源量を適切に管理しな
がら捕鯨をすれば問題ないことを報告し，改訂管理方式を提案したが，IWC 総会は科学
的な情報の不確実性を理由に捕鯨の再開を承認しなかった。同様な決定が1992年，1993
年と続き，この頃から商業捕鯨の再開問題は科学的な問題解決では決着がつかない，き
わめて政治的な問題となった（大曲 2002）。IWC の加盟国は，クジラ資源の利用のため
の管理の実施を主張する捕鯨支持国，商業捕鯨そのものを中止すべきだという反捕鯨国，
中立国へと分かれ，以降，捕鯨問題混迷の時代に突入した。
　商業捕鯨モラトリアムに関する国際捕鯨取締条約の附表修正に留保を表明したノルウ
ェーは，一時，商業捕鯨を停止し，IWC が承認した調査捕鯨に従事していたが，1993年
からミンククジラの商業捕鯨を再開している。そして同様に商業捕鯨モラトリアムの附
表修正に留保を表明していたアイスランドは，1992年に IWCを脱退し，北大西洋海産哺
乳類委員会（North Atlantic Marine Mammal Commission，以下，NAMMCOと略称）を
設立し，捕鯨を継続した。しかし，2002年に IWC に復帰し，商業捕鯨を一時停止した
が，2006年からミンククジラやナガスクジラの商業捕鯨を再開している。日本は，IWC

総会で一時停止が決まった商業捕鯨は行っていないが2），2018年まで北西太平洋と南極
海，日本近海において IWC 総会が承認している調査捕鯨を実施してきた。
　IWC 加盟国においては反捕鯨国が多数派であるが，捕鯨支持国も 4 分の 1 以上を占め
ている。国際捕鯨取締条約附表の修正には 4 分の 3 以上の同意が必要であるため，両者
とも拒否権は行使できるが， 4 分の 3 以上の賛成を獲得できないため，国際捕鯨取締条
約の変更や捕鯨の再開はできない状態が続いてきた。
　グリーンピースなどの環境 NGO は，1960年代よりすべての商業捕鯨を禁止させるた
めの反捕鯨キャンペーンを展開し，世界の世論に影響を及ぼしている。現在，クジラは，
世界各地で環境保護のシンボルとなり，多くの人びとにとってホエール・ウォッチング
の対象ではあっても，食料資源や産業資源ではなく，守るべき対象となりつつある。一
方，捕鯨を行ってきたイヌピアットやチュクチらの先住民は捕鯨の継続を，日本やノル
ウェー，アイスランドは食料資源を入手するための大型クジラの商業捕鯨の再開を主張
している。
　2018年12月29日に日本政府は IWC から脱退し，2019年夏より日本の排他的経済水域
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でのミンククジラ漁などの商業捕鯨を再開することを決定した。この決定によって日本
は，北西太平洋海域や南極海での調査捕鯨ができなくなる。
　世界の商業捕鯨の歴史的展開とその衰退は，日本などの商業捕鯨や世界各地の先住民
の捕鯨に大きな影響を及ぼしてきた。このような歴史のもとに現代の捕鯨や捕鯨問題が
存在しているのである。この理解のもとに，次に世界各国の捕鯨の現状をみていく。

3 世界各地における捕鯨の現状

　ノルウェーやアイスランドなど一部の国を除くと，大型クジラの商業捕鯨を行ってい
る国はないが，世界各地でさまざまな形で捕鯨が実施されている。
　捕鯨の分類にはいくつかのやり方がある（たとえば，Reeves and Smith 2003）。ここ
では便宜的に IWC の管轄下の捕鯨とそうでない捕鯨の 2 つのカテゴリーに分けて記述す
る。すでに紹介したように IWC が管理する鯨種は大型の13種類（現在の分類では17種
類）であり，基本的にそれらの商業捕鯨は一時的に停止された状態にある。しかし，IWC

がすべての捕鯨を禁止しているわけではなく，モラトリアムに反対し留保の立場をとる
国の捕鯨，国際捕鯨取締条約で認められている調査捕鯨，そして先住民生存捕鯨（Ab-

original Subsistence Whaling）は実施されている。なお，IWC に加盟していない国々は，
原則として大型クジラを捕獲することができる。また，IWC が管理している以外の鯨種
については現在でも捕獲することができる。

3.1 IWC の管轄下で実施されている捕鯨
　IWC のもとで実施されているのは，留保による商業捕鯨と調査捕鯨，先住民生存捕鯨
の 3 種類である（表 1 ）。これらは，現在， 6 年に 1 度，IWC 総会で可否や捕獲頭数な
どが決定されている。

表1　IWCの管轄下で実施されている大型クジラの捕鯨（2018年 7 月 1 日現在）

捕鯨の種類 事例
IWC の附表修正に対する留保に基づく商業捕鯨 ノルウェーのミンククジラ捕獲，アイスランドのミンクク

ジラやナガスクジラの捕獲
科学的調査捕鯨 日本の南極海でのクロミンククジラの捕獲，北太平洋と日

本沿岸でのミンククジラとイワシクジラの捕獲
先住民生存捕鯨 ロシア・チュコト半島沿岸のチュクチのコククジラの捕獲

とユピートのホッキョククジラの捕獲，アラスカのイヌピ
アットとユピートのホッキョククジラの捕獲，アメリカ・
ワシントン州のマカーのコククジラの捕獲（中断中），グリ
ーンランドのナガスクジラ，ザトウクジラ，ミンククジラ，
ホッキョククジラの捕獲，カリブ海のベクウェイ島地域の
ザトウクジラの捕獲



10 11

　先住民生存捕鯨として IWC が認可しているのは，アラスカ先住民イヌピアットとユピ
ート，ロシアのチュクチとユピート，アメリカ先住民マカー，グリーンランドのカラー
ヒット（グリーンランド・イヌイット）およびカリブ海のベクウェイ島地域の住民によ
る捕鯨である。なお，マカーは，国内法である海洋哺乳類保護法の適用を除外してもら
うために必要なアメリカ政府による環境影響評価の結論が出ていないうえに，動物保護・
環境 NGO による捕鯨再開に反対する訴訟が続いているために，現在は捕鯨を中断して
いる（浜口 2013）。
　IWC の特別許可による調査捕鯨は，かつてアメリカやソ連（現在のロシア），ノルウ
ェー，アイスランドも行っていたが，2018年時点では日本のみが実施している。日本で
は一般財団法人日本鯨類研究所が中心となって南極海と北西太平洋，日本沿岸において
調査捕鯨を実施し，クジラの年齢と食性，栄養状態，汚染物質の蓄積量，DNA による系
統群などを調べている。調査の副産物であるクジラの肉や脂皮などは，規則に則り，調
査後，国内で販売されている。すでに言及したが，日本政府は2018年末に IWC から脱退
し，商業捕鯨の再開を決定したので，2019年からは調査捕鯨を取りやめることになる。
　ノルウェー（IWC 加盟国）は，1982年に IWC 総会で採択された商業捕鯨モラトリア
ムに異議申し立てを行い，採択留保の立場を表明し，1993年にミンククジラの商業捕鯨
を再開した。ノルウェー政府は現在，NAMMCO の勧告を受けつつ独自の資源管理制度
のもとで，ミンククジラを捕獲している。すでに述べたように，IWC に再加入したアイ
スランドも2006年から商業捕鯨を再開している。

3.2 IWC の管轄下にない捕鯨
　IWC に加盟していない国で大型鯨類を捕獲している国には，カナダやインドネシアが
ある。カナダ極北地域におけるイヌイットによるホッキョククジラ猟，インドネシア・
レンバタ島のマッコウクジラ漁などが実施されている（岸上 2013a; Kishigami 2016; 江
上・小島 2012, 2014; Egami and Kojima 2013）。さらに，IWC の管轄外にある小型鯨類
は，現在でも世界各地で捕獲されている。たとえば，カナダの極北地域に住むイヌイッ
トはシロイルカやイッカクを捕獲しているし，グリーンランドのカラーヒット（イヌイ
ット）はそれらに加え，ゴンドウクジラを捕獲している。アラスカやチュコト半島の沿
岸に住む先住民は，シロイルカを捕獲している。デンマーク領フェロー島やカリブ海諸
国ではゴンドウクジラなどを捕獲している。これら以外にソロモン諸島やカリブ海の諸
島などではイルカ漁を行っている。
　日本では，IWC の管轄外であるイルカ漁を沿岸で小型捕鯨として実施している。小型
捕鯨とは50ミリ以下の捕鯨砲を積載した50トン未満の小型捕鯨船による鯨類捕獲である。
北海道の網走と函館，宮城県の鮎川，千葉県の和田浦，和歌山県の太地に基地を持つ捕
鯨船が，ツチクジラやマゴンドウ，タッパナガ，ハナゴンドウを捕獲している。この捕
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鯨を行うためには，農林水産大臣からの許可が必要である。
　北海道や青森県，岩手県，宮城県，千葉県，和歌山県，沖縄県ではイシイルカやスジ
イルカ，ハナゴンドウ（2008年以降はオキゴンドウに代わる），マゴンドウ，バンドウ
イルカなどを対象としたイルカ漁が実施されている（大隅 2003: 148－154）。その漁法に
は，追い込み漁と突きん棒漁，石弓漁があり，これらの漁を実施するためには当該地域
の都道府県知事の許可が必要である。追い込み漁とは，船で湾内に群れを追い込んで，
網で囲い込む漁であり，現在では和歌山県太地のみで行われている。突きん棒漁は，小
型漁船から手銛を投げてイルカを捕獲する漁であり，北海道や青森県，岩手県，宮城県，
千葉県で行われている。沖縄県では，ゴム動力を利用して捕鯨銛を発射させてイルカを
捕獲する石弓漁が行われている。なお，行政上の分類では，石弓漁は突きん棒漁の中に
入っている。
　かつては静岡県の伊東市富戸漁港などの漁師も追い込み漁を行っていたが，国内外か
らのイルカ漁批判を受けて同漁をやめ，現在ではイルカ・ウォッチング業や別の漁業へ
と転換している。また，東北地域のイルカ漁や小型捕鯨は，2011年 3 月11日に発生した
東日本大震災によって甚大な被害を受け，継続が危ぶまれたが，復興しつつある（Holm 
2019）。
　クジラは定置網などで混獲されることがある。日本の沿岸ではミンククジラなどが混
獲されることがしばしばあり，その肉や脂皮は漁協を通して流通し，食料品として利用
されている。韓国南部地域でも混獲されたクジラは食べられている（李 2012）。

4 反捕鯨運動の出現と拡大

　1970年代になると，環境保護団体や動物保護団体が商業捕鯨に反対する社会運動を組
織し，展開するようになった。現在でも反捕鯨活動を展開している代表的な団体は，FoE 

（Friends of the Earth，旧称「地球の友」），グリーンピース，世界自然保護基金（略称
WWF），国際動物福祉基金（略称 IFAW），グリーンピースを追放されたポール・ワトソ
ンが創設したシー・シェパード（略称），「環境調査エージェンシー」（略称 EIA），クジ
ラ・イルカ保全協会（略称 WDC），米国人道協会（略称 HSUS），英国王立動物虐待防止
協会（略称 RSPCA）などである。
　グリーンピースは，北太平洋での旧ソ連の捕鯨を阻止しようと直接的な行動をとった
ことで有名になった。FoE は，グリーンピースに先立ち1971年から捕鯨問題に取り組ん
でいた。WWF の本部はすべての商業捕鯨に反対する立場をとっているが，日本とノル
ウェーの WWF 支部はたとえ商業捕鯨であっても生息数が多いクジラの持続可能な利用
であれば，捕獲を容認する立場を表明している。IFAW は，反捕鯨の科学者に対し資金
的な研究支援を行った。シー・シェパードは，アイスランドで捕鯨船の破壊を行ったり，
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日本の太地のイルカ漁や南極海での調査捕鯨，アメリカ先住民のマカーやフェロー諸島
での捕鯨を物理的に妨害する活動を繰り返したりと，過激な反捕鯨運動を行ってきた。
EIA は，デンマーク領フェロー諸島のゴンドウクジラ漁に反対する運動を行ってきた。
これらの団体は，テレビ番組やネットなどマスメディアを活用して彼らの主張を喧伝し，
一般市民に対して徐々に影響力を強めるとともに，政治的なロビー活動を展開し，各国
政府の捕鯨・反捕鯨政策にも影響を及ぼすようになった。多くの反捕鯨団体は先住民に
よる伝統的な捕鯨を容認しているが，シー・シェパードのようにすべての捕鯨に反対し
ているような団体もある。
　日本ではグリーンピースやクジラ＆イルカ・アクション・ネットワークらは商業捕鯨
に反対しているが，伝統的な鯨食を完全に否定しているわけではなく，持続可能な鯨類
利用は容認する傾向にある。
　アメリカや EU 諸国，南米の国々，オーストラリア，ニュージーランドなどの政府は，
政策的に商業捕鯨に反対の立場を明確にしている。このため，IWC 総会において商業捕
鯨の再開に必要な 4 分の 3 以上の賛成票を得ることはきわめて難しい状況にある。

5 捕鯨に関する最近の研究動向

　筆者は，別稿において2010年ごろまでに出版された国内外の捕鯨に関する研究の主な
動向について紹介した（岸上 2011b, 2012b; Savelle and Kishigami 2013）ので，ここで
は以前のレビューで取り上げなかった研究や2010年以降の研究を中心に紹介し，その動
向について検討する。

5.1 研究プロジェクト
　世界的に見ても捕鯨に関する研究は，文化人類学など人文学・社会科学の分野ではあ
まり盛んでない一方，生物学や複合科学，考古学においては鯨類の研究が盛んに行われ
ているといえる。ここでは文化人類学などの人文学・社会科学領域に限定して，研究動
向を概観したい。
　文化人類学分野では，捕鯨文化に関する共同研究は，国立民族学博物館のプロジェク
トを除けば，皆無に近い。同館の岸上伸啓は，共同研究「捕鯨文化の実践人類学的研究」

（2008年度～2011年度）および共同研究「捕鯨と環境倫理」（2016年度～現在）を実施す
るとともに，2015年度から2018年度にかけて科学研究費補助金（A）「グローバル化時代
の捕鯨文化に関する人類学的研究」（課題番号 JP15H02617）によって共同研究者が世界
各地で現地調査を行なった。その成果の一部は国際シンポジウムや学会での口頭報告お
よび論文集として公開してきた（池谷・岸上・佐々木・戸田 2018: 339－342; 岸上編 2012; 
Kishigami, Hamaguchi, and Savelle 2013）。これらのプロジェクトでは，北アメリカやグ
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リーンランド，ベクウェイ島，日本，アイスランド，ノルウェー，フェロー諸島，イン
ドネシアのラマレラなど世界各地における捕鯨文化の歴史と現状を取り上げ，比較する
とともに，現在の捕鯨文化の担い手が直面している諸問題について検討を続けてきた。
現在は，反捕鯨運動や環境倫理，動物倫理との関連から世界の捕鯨文化を調査し，比較
検討を試みている。

5.2 先住民生存捕鯨研究
　先住民生存捕鯨の歴史と現状については，浜口（2012a; 2013; 2016b）と岩崎（2011）
が俯瞰的についてまとめている。浜口（2016b）は IWC の先住民生存捕鯨をめぐる国際
的な政治について説明した後，ベクウェイ島の捕鯨の現状と問題について詳述している。
岩崎（2011）は，先住民が捕鯨を行う上での現金の重要性を指摘し，生存捕鯨の中に現
金による鯨産物の売買を構成要素のひとつとして取り入れることの必要性を主張してい
る。
　岸上は2010年代に入っても引き続き，アラスカ州バロー村のイヌピアットによるホッ
キョククジラ猟および獲物の分配，関連する祝宴や祭りについて研究し，それらの現代
社会における社会・文化・政治的な重要性や，捕鯨と関連する諸活動がモースのいう「社
会的全体的現象」である点を指摘した（岸上 2010, 2011a, 2012a, 2012c, 2012d, 2013b, 
2014a, 2014b, 2014c, 2015, 2018a, 2018b; Kishigami 2013a, 2013c, 2013d）。また，気候
変動がイヌピアットの捕鯨に与えた諸影響の研究（Kishigami 2010）やアラスカのイヌ
ピアットとカナダ・イヌイットの現代の捕鯨に関する比較研究（岸上 2016a）も行って
いる。さらに，捕鯨を動物福祉との関連から検討した成果を発表している（岸上 2017）。
　チュコト半島のチュクチやユピートの捕鯨3）に関しては，2000年頃以降，ほとんど現
地調査が行われていないが，映像化がなされており，YouTube で “I am Hunter: tradi-

tional whaling in Russia’s Chukotka Peninsula” などを見ることができる。また，チュク
チの海獣狩猟に関する本が英語で出版された（Bogoslovskaya, Slugin, Zagrebin, and 
Krupnik eds. 2016）。その本の中で，ボゴスロフスカヤらは，コククジラ猟とホッキョ
ウクジラ猟，シロイルカ猟について報告している（Bogoslovskaya, Krupnik, Slugin, and 
Chukaev 2016）。池谷は，チュクチのコククジラ猟と鯨肉の利用について現地調査の成
果を報告している（Ikeya 2013）。
　グリーンランドにおける捕鯨については，高橋美野梨と本多俊和が現地調査を行なっ
ている。高橋らは，グリーンランドの捕鯨の現状について報告している（岸上 2016b; 高
橋 2016）。また，浜口はグリーンランドのザトウクジラ猟が IWC によって承認された経
緯を報告し，分析している（浜口 2016a）。
　カリブ海のベクウェイ島の捕鯨については，浜口尚が精力的に調査をすすめ，その成
果を論文（浜口 2012b; Hamaguchi 2013b）や 1 冊の本（浜口 2016b）にまとめ，出版し
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た。携帯電話の普及が，捕鯨者間の連絡方法を変え，新たな捕鯨の方法が始まったこと
を報告している（浜口 2011）。また，浜口は捕鯨活動とホエール・ウォッチングの葛藤
についても報告している。ホエール・ウォッチングはザトウクジラが島周辺に回遊して
くる特定の季節にしか観光ビジネスとして成立しないという問題点や捕鯨の衰退は地域
文化の衰退につながるという可能性を指摘している（浜口 2015; Hamaguchi 2015）。
　米国ワシントン州のマカーに関する研究はコーテ（Coté 2010）によるもの以外はほと
んど出版されていないが，浜口尚はマカーによる捕鯨の近代史と現状についてまとめて
いる（浜口 2013）。また，マカーのコククジラ猟の復活の過程をドクメンタリー的に描
き出した読み物が刊行されている（Sullivan 2000）。

5.3 大型クジラの商業捕鯨と調査捕鯨
　ノルウェーの捕鯨や捕鯨文化については，石川創や赤嶺淳が現地調査を実施している。
石川は，現在のノルウェーの小型沿岸捕鯨について報告している（石川 2016a; 2016b; 
2016c）。アイスランドの捕鯨については，浜口尚が現地調査を開始し，捕鯨の現状やホ
エール・ウォッチングとの葛藤について報告している（浜口 2017a; 2017b）。
　2014年 3 月31日にオーストラリア・ニュージーランドと日本で争っていた，南極海に
おける日本の調査捕鯨の合法性をめぐる判決が国際司法裁判所で言いわたされた。同捕
鯨は IWC が設定した調査捕鯨の要件を満たしていないという理由で日本が敗訴した（森
下 2015）。児矢野（2014）は同裁判の意義を国際行政法の視点から考察している。石井・
真田（2015）は，この捕鯨裁判をドキュメンタリー的に再現した上で，この裁判での争
点や日本社会の問題点を分析し，解決策を提案した。彼らは，国会の正式な機関として
科学技術評価局を設立し，新調査捕鯨計画に関する批判的評価を実施した結果を国会に
報告した上で，審議するべきだという意見を述べている。
　ホルム（Holm）は，日本が IWC を脱退することが決まってから，沿岸捕鯨を行って
いる和歌山県の太地，千葉県の和田浦，宮城県の鮎川，北海道の釧路を訪問し，捕鯨関
係者らの商業捕鯨の再開に関する反応を調査している（Holm 2019）。全般的に商業捕鯨
の再開についての反応は，沿岸捕鯨の装備が老朽化していること，十分な資本がないこ
と，捕鯨者は約40人しかおらず高齢化が進んでいること，日本政府の支援があるかどう
か不明なこと，同政府が厳しい捕獲頭数制限を課す可能性があることなどから，芳しく
ない。ホルムは，新たな商業捕鯨が，日本全体における鯨肉などの需要を増大させるか
などを予想することができないと指摘している（Holm 2019）。

5.4 地域捕鯨について
　IWC の管轄下にはない北アメリカ地域の先住民による捕鯨については，カナダ・イヌ
イットのホッキョククジラ猟，アラスカやカナダ，グリーンランドにおけるシロイルカ
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猟やイッカク猟がある。フレシェットらは，2008年のヌナヴィク・イヌイットによるホ
ッキョククジラ猟の復活を記録している（Fréchette ed. 2013）。また，ログランとウース
テンは，カナダにおける現在のイヌイットの捕鯨と伝統的な世界観との関連と連続性に
ついて報告している（Laugrand and Oosten 2013）。岸上は，1990年代後半以降に復活し
たカナダ・イヌイットのホッキョククジラ猟の復活の経緯や現状について報告している

（岸上 2013a, 2018b; Kishigami 2016）。また，ホッキョククジラ猟の現代のイヌイット
文化における重要性を指摘するイヌイット自身による見解も発表されている（Mackay 
2014）。
　現在は捕鯨を中断中のカナダ・バンクーバー島の先住民ヌーチャヌヒ（Nuu-Chah-Nulth）
については，アリマとフーバーによる民族誌が復刻された（Arima and Hoover 2011）。
岸上（2014d）は同捕鯨の歴史と復興運動，現状，先住権との関係について報告してい
る。アラン・マクミランは，考古学および民族学の調査などに基づき，バンクーバー島
西部沿岸地域では積極的な捕鯨が2500年～3000年前にはすでに行われており，コククジ
ラよりもザトウクジラがより多く捕獲されていたことを指摘した。そしてチーフは，捕
鯨の成功とその成果の分配によってより高い威信を獲得することができた。マクミラン
は，この地域での捕鯨の発達の原動力は，チーフの間でより高い地位の獲得を競い合あ
ったことであると主張している（McMillan 2015）。
　北アメリカ北西海岸先住民のヌーチャヌヒやディティダート，マカーはかつて捕鯨を
行い，捕鯨が首長（チーフ）の威信に係わる社会文化的に重要な活動であることが知ら
れている。それらの社会では，岩絵や儀礼具などにシャチなどが彫られたり，描かれた
りしていることが多い。マクミランは，民族誌や口頭伝承，考古学的な遺物を吟味し，
オオカミとシャチは，相互に変身できる存在であり，捕鯨上手であることを指摘する。
また，空想上の鳥サンダーバードも凄腕の捕鯨上手である。ヌーチャヌヒらがサンダー
バード，オオカミ，シャチなどを儀礼道具や岩絵に好んで表象するのは，捕鯨や捕鯨チ
ーフと深く関係しているからだと指摘する（McMillan 2019）。
　現在のワシントン州の北西端地域にある捕鯨民マカーの遺跡に関する単行本が刊行さ
れている（Kirk 2015）。考古学者のロージーらは，考古学者は北西海岸地域のヌーチャ
ヌヒとマカー以外の捕鯨についてはほとんど無視し，他集団の捕鯨ついては研究してこ
なかったと批判し，オレゴン州沿岸部の遺物分析から捕鯨が行われていたことを指摘し
た（Losey and Yang 2007）。この研究からヒントを得たクラパートンはエスノヒストリ
ー研究によって米国ワシントン州ピュージェット湾のセイリッシュがシャチやイルカな
どを捕獲していたと主張している（Clapperton 2018）。
　デイヴィッド・リーや大村敬一らはカナダ極北地域のポンド・インレットやクガール
クにおけるイッカク猟に関して報告している（Lee and Wenzel 2017; 大村 2016）。また，
イッカクに関するイヌイットの持つ知識についても報告されている（Nweeia et al. 2017）。
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Pelle Tejsner （2014）は，グリーンランド北西部の村ケッケタルスアックにおいてシロイ
ルカとイッカクに課せられた 1 年あたりのクオータの配分が専業ハンターと非専業ハン
ターとの間の紛争の原因となっていることを報告し，検討している。彼は，同論文にお
いて捕鯨の規制は鯨種の管理のみならず，捕鯨者と彼らの家族の管理であること，そし
て捕鯨における社会的な持続可能性と環境的な持続可能性への懸念と微妙な形で結びつ
いていることを記述し，検討している。岸上はカナダ・イヌイットのシロイルカ猟を事
例として生業論を展開している（Kishigami 2013b）。
　インドネシア・レンバタ島ラマレラ村におけるマッコウクジラ漁については，江上と
小島が調査を継続し（江上・小島 2012; Egami and Kojima 2013），同村における捕鯨と
漁業の現状について2010年から2013年の漁獲統計を分析し，不安定要素の多い捕鯨を効
率よく実施していることや共同体が維持され，伝統が優先されているという社会の持続
的側面ともに，動力船網漁が導入されたことによる地元社会の変化について報告してい
る（江上・小島 2014）。石川梵（2011）は，ラマレラ村における道路交通網の発展や反
捕鯨の国際的な環境団体が捕鯨から網漁業への転換を試みていることを紹介し，現地で
起こっている社会変化について報告している。
　デンマーク領フェロー諸島のゴンドウクジラ漁については，河島基弘が現地調査を実
施し，同捕鯨の歴史と現状，現地における反捕鯨運動の展開，鯨肉の環境汚染問題等に
ついて報告している（河島 2017）。セント・ヴィンセント島のコビレゴンドウ捕鯨につ
いては，ラッセル・フィールディングが調査をしている（Fielding 2014）。同氏は，フェ
ロー諸島の捕鯨やクジラの水銀汚染について調査を行なうとともに（Fielding 2013b; 
Fielding, Davis, and Singleton 2015; Fielding and Evans 2014; Singleton and Fielding 
2017），アラスカの捕鯨やセント・ヴィンセント島の捕鯨と比較研究を行っている（Field-

ing 2013a; 2017; 2018）。
　渡部はロシア・カムチャツカ本島における先住民のシロイルカ猟を北東アジア地域の
海獣狩猟の中に位置づけた研究を発表している（渡部 2012; Watanabe 2013）。
　日本の捕鯨文化や鯨食，イルカ漁についてもいくつかの研究が報告されている。中園

（2012）は，日本における捕鯨について狩猟方法に着目しながら歴史的変化を概観して
いる。岩崎と野本（岩崎・野本 2012; Iwasaki-Goodman and Nomoto 2013）は日本のア
イヌの捕鯨とクジラの利用方法や日本の東北地方や北海道などで発展を見た小型沿岸捕
鯨について，小島（2012）は千葉県和田浦の小型沿岸捕鯨の現状と課題について報告し
ている。中村羊一郎は，日本各地で実施されていたイルカの追い込み漁の実態とそれら
の歴史的変化，イルカ漁を行う村の村落組織，人間とイルカの関わり方について詳細な
事例を提示し，分析している。その上で，中村は，クジラやイルカを含む全生物を絶滅
からどのように守るか，さらに食料資源としてどのように管理すべきかを考えることが
必要だと説いている（中村 2017: 254）。和歌山県太地町のイルカ追い込み漁を検討した
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応用倫理学者の浅野幸治は，イルカ漁の是非を国民が十分な情報を得た上で熟議する必
要があり，そのためにはイルカなど海生哺乳類の管轄を水産庁から環境省に移すことを
主張している。なお，彼自身は野生動物を保護するのが基本原則であり，残酷なイルカ
追い込み漁は止めるべきであると考えている（浅野 2016）。日本における鯨肉食につい
ては雑誌『食生活』が特集を組んでいる（月刊「食生活」編集部 2012）。
　赤嶺は日本において鯨肉が希少価値を持つに至った鯨食文化の歴史的変遷を紹介し，
戦後の鯨食の国民食化の要因として鯨肉が魚肉ソーセージの材料として使用されたこと
と学校給食で鯨肉が提供されたことを指摘している（赤嶺 2012; Akamine 2013）。さら
に赤嶺（2017）は，クジラを捕った人，販売や加工した人，調理した人ら 6 人の個人史
と鯨食の同時代史をとりまとめ，捕鯨を通じて日本社会の変容過程と複合性を明らかに
しようと試みている。
　丹野と濱崎は，2008年に首都圏で収集した560人分のデータを利用して統計分析を行
い，現代の日本人の鯨食普及の促進要因や阻害要因，鯨食に対する男女差や年齢差を検
証している（丹野・濱崎 2012; Tanno and Hamazaki 2013）。遠藤は，日本の鯨肉流通の
変化と今後の課題を詳細なデータを基に分析している（遠藤 2012; Endo 2013）。
　現在，韓国では大型鯨類の捕獲は行われていないが，南部の蔚山地域では混獲により
入手したクジラの肉を食べることが行われている。李善愛は，韓国南部地域の捕鯨の歴
史と鯨肉の流通について紹介した上で，現在の蔚山地域ではクジラ祭りなどを利用して
地域の活性化を試みていることを報告している（李 2012）。また，同地域における鯨料
理について紹介している（Ii 2013）。

5.5 その他の捕鯨関連研究
　欧米社会ではクジラを神聖化し，環境保護運動や動物保護運動が行われている（Kalland 
1993a, 1993b; 森田 1994; Peace 2010）。河島（2011; 2012），Kawashima （2013）や石川

（2011）は，なぜクジラが神聖視されるのかという問題や国際環境 NGOらによる反捕鯨
運動について分析している。石川（2012）は，反捕鯨運動との関連で捕鯨と動物福祉の
問題を取り上げ，動物福祉問題は捕鯨を否定する要因とはならないと指摘している。野
村康は，日本における反捕鯨運動が日本固有の政治文化・政治環境によってどのように
制約されているかを，フレーミング論の視点から分析している。そして海外の反捕鯨活
動家の過激な戦略が国内の反捕鯨 NGO 団体の信頼性を損ねたことや，日本の国民とし
てのアイデンティティと捕鯨とが結びついていること，言説を通して十分な共感を得ら
れなかったことが，日本において反捕鯨運動が盛り上がらない要因になっていると指摘
している（野村 2016: 86）。高橋（2018）は，水産資源の管理と保護の視点から捕鯨問
題を検討している。
　近年は，ヨーロッパ諸国や中南米諸国，ニュージーランド，オーストラリアの各国政
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府がクジラの保護や反捕鯨を国家の政策として打ち出している。森下やグッドマンは，
商業捕鯨モラトリアムのはらむ矛盾を紹介し，検討している（森下 2012; Goodman 2013; 
Morishita 2013）。ヒーズル（Heazle 2013）は，捕鯨問題を日本とオーストラリアとの外
交関係の関連から考察を加えている。前川（2017）は，オーストラリアの反捕鯨思想に
ついて政治家の発言に注目しながら分析し，捕鯨の保護はオーストラリア人の自然観，
理想とする国家像，アイデンティティと深く関係していることを指摘している。ホルツ
マンは，鯨肉の消費について人類学の文化概念を反捕鯨活動家らが利用して，いかに先
住民の捕鯨と鯨食は承認し，日本人の捕鯨と鯨食を批判しているかを分析している

（Holtzman 2017）。
　捕鯨に代わる非致死的なクジラ利用としてホエール・ウォッチングが注目されている

（Hoyt 2007; O’Connor et al. 2009; WDC 2013）。必ずしも文化人類学分野ではないが，
ホエール・ウォッチングに関する研究が多数，行われるようになった（浜口 2015, 2017a; 
Hamaguchi 2015; 岸上 2018c; Peace 2005）。興味深いのは，生物学者を中心にホエール・
ウォッチングのクジラの生態や移動に及ぼす悪影響についても検討されている点である

（ た と え ば，Arias 2018; New et al. 2015; Parsons 2012; Senigaglia 2016; Sullivan and 
Torress 2018）。
　もうひとつの大きな動向は，現地の人々ともに実施された文理融合的調査による捕鯨
に関する研究の増加である。特に，アラスカ地域の先住民捕鯨と地球温暖化，自然現象
と関係を解明する興味深い研究が発表されており，捕鯨の継続という実践の面でも重要
な成果である（たとえば，Ashjian et al. 2010）。
　上記以外にも文化人類学的研究に関連するカナダ極北地域やアラスカ地域，日本列島
の捕鯨文化についての考古学的研究が公刊されている（たとえば，山浦 2012; Jensen 
2012; Savelle 2010; Savelle and Vadnais 2011）。また，スーザン・レボ（Lebo 2013）は，
ハワイ先住民が欧米の商業捕鯨にどのように関わっていたかをハワイ先住民の視点から
検討した歴史研究を出版している。
　先住民による捕鯨の法的に検討した研究（Hossain 2008）などが注目に値する。なお，
これらについては，筆者の専門外なので，本稿ではこれ以上は深くは触れない。

6 小結

　本稿では，世界各地の捕鯨の現状を IWC の管轄下にあるものとそうでないものの 2 つ
に大別して紹介した。大型鯨類の商業捕獲は現在も一時停止中であるが，世界各地では
さまざまな捕鯨やイルカ漁が行われていることを示した。その上で，2010年ごろ以降の
研究動向について紹介した。
　この10年間に日本人研究者がノルウェーやアイスランド，デンマーク領フェロー諸島，



岸上　　　世界の捕鯨と捕鯨に関する最近の研究動向　

18 19

グリーンランドの捕鯨に関する現地調査を開始したという新たな展開が見られた。また，
捕鯨やクジラに関する文化人類学研究は世界的に見ると研究者が限られており，それほ
ど盛んではないことが分かったが，気候変動とクジラの生態，捕鯨との関係に関する文
理融合的な研究などいくつか新たな研究が出現したことも判明した。さらに別稿におい
て提起した研究課題（岸上 2011b: 451; 2012e）に関して言えば，クジラの非致死的利用
であるホエール・ウォッチングの研究や捕鯨に関わる動物福祉・倫理の研究，先住民生
存捕鯨における現金の位置づけに関する研究が行われている。しかしこれらのテーマは
いまだに十分に検討されているとは言い難い。これらは今後の課題である。
　最後に捕鯨の文化人類学的研究の重要性を指摘しておきたい。捕鯨の歴史的変化を見
るとさまざまな理由でクジラと人間の関係が大きく変わってきたことが分かる（岸上 
2019）。従って，人間と生物との歴史的変化を理解し，解明する上で，グローバル化や
環境，歴史を考慮に入れつつ，各地の現地の視点から現象を理解しようと試みる文化人
類学的捕鯨研究は重要な役割を果たすと考える。今後，捕鯨研究がさらに発展すること
を期待したい。

7 本書の構成について

　本書は「はじめに」で紹介した科学研究費補助金・基盤研究（A）（海外学術）「グロ
ーバル化時代の捕鯨文化に関する人類学的研究―伝統継承と反捕鯨運動の相克」（課題
番号：JP15H02617，研究代表者：岸上伸啓）の成果の一部を取りまとめたものである。
編者として内容と流れをできる限り統一しようと試みたが，各研究分担者がもっとも成
果の上がった部分を報告したため，現状ではなく，歴史や変化を取り扱う論文もあり，
本書の構造が分かりにくくなっていることを認めざるを得ない。最後に本書の構成につ
いて述べておきたい。
　本書の総論部分にあたる箇所で，編者は現在の捕鯨を IWC と IWC 以外に大別し，紹
介する枠組みを提示した。文化人類学的研究の強みは，現在行われている捕鯨活動を現
場の視点から理解し，記述し，分析することである。いっぽう，この視点に固執すると
グローバルな政治経済的な動きや歴史や変化に関する理解が弱くなる。そのため本書は
文化人類学的な強みと弱みを併せ持つ。弱点を補うために現地調査を行なった文化人類
学者はグローバルな動きや歴史性にも注意を払った。また，国際政治学の視点から EU

の捕鯨をめぐる政治動態を検討した論文を所収することにした。
　導入部に相当する本稿では，世界各地の捕鯨の歴史と現状を紹介した後，近年の捕鯨
研究の動向について概略し，21世紀の捕鯨と捕鯨研究の動向の全体像を示した。この動
向に照らせば，本書に所収されている論文は，これまでほとんど研究されてこなかった
ノルウェーとアイスランド，デンマーク領グリーンランドやフェロー諸島の捕鯨，アラ



20 21

スカとカナダ極北地域の先住民による捕鯨の現状に関する諸論文，日本の小型沿岸捕鯨
の歴史と現状を包括的に扱った論文，ベトナム沿岸地域や韓国南部におけるクジラをめ
ぐる信仰や捕鯨文化に関する論文，EU における環境政策に関する論文など最新の研究
成果である点を強調しておきたい。
　本書は，IWC の捕鯨とそれ以外の捕鯨という立場から各論は次のような 4 部構成の配
置にすることにした。第 1 部は，IWC の枠内で実施されている商業捕鯨に関連する研究
成果である。
　アイスランドとノルウェーは IWC のモラトリアムに留保の態度を表明し，現在も IWC

の枠組みの中で商業捕鯨を実施している。浜口論文ではアイスランド捕鯨の現状と課題，
赤嶺論文ではノルウェーと日本の鯨食の違いについて南極海での捕鯨の歴史的展開との
関連で論じる。
　第 2 部は，IWC のもとで実施されている先住民（生存）捕鯨とそれ以外の先住民捕鯨
に焦点を合わせる。岸上論文は，北アメリカ先住民による IWC の管轄下の捕鯨と IWC

の管轄外で実施されている捕鯨を比較する。グリーンランドでは現在，IWC の先住民生
存捕鯨として実施される以外に，IWC の管轄外のシロイルカ猟などが実施されている。
本多は，グリーンランドにおける捕鯨の歴史的変化をたどった上で，現在の捕鯨の特徴
を把握しようと試みている。
　第 3 部では，IWC の管轄外にある鯨類の沿岸捕鯨について報告し，考察を加える。石
川論文は，日本で明治期以降に発展してきた IWC の管轄下にはない小型沿岸捕鯨の歴史
と現状を俯瞰的に把握する。一方，河島論文は，デンマーク領フェロー諸島の小型鯨類
の捕獲について報告し，和歌山県太地町で行われている小型沿岸捕鯨と比較考察する。
　第 4 部は，ヨーロッパにおけるクジラをめぐる政治とアジアのクジラ信仰の歴史を紹
介し，検討する。現在の欧州連合（EU）に属する諸国の間には共通の環境政策が作り出
され，それを遵守することが要求されている。そのひとつが，商業捕鯨に対する強力な
反捕鯨政策である。この政策は，IWC において間接的にグリーンランドの先住民生存捕
鯨にも影響を及ぼしている。高橋論文は，EU における捕鯨政策について考察を加えて
いる。捕鯨は実施していないアジアの国々の中に，クジラを信仰の対象とする文化が残
っている。そのひとつがベトナム沿岸地域における鯨廟の存在である。李論文では，ベ
トナム沿岸部での鯨廟やそれに関連する祭祀活動と韓国南部での鯨信仰の歴史的変遷を
比較し，クジラが人を護る存在から人に守られる存在に変化してきたことを論じている。

注

 1） 本稿は，筆者がこれまでに発表した原稿（岸上 2011b; 2012b）を改稿し，新たな研究動向に関
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する情報を付け加えたものである。捕鯨の歴史やクジラと人間の関係についてはさまざまな研
究が存在している。たとえば，秋道（1994; 2012），大隅（2003）や岸上編（2012），森田（1994），
山下（2004），Savelle and Kishigami（2013）などを参照されたい。本稿に対し園田学園女子大
学短期大学部の浜口尚氏と国立民族学博物館外来研究員の中村真里絵氏からコメントを頂戴し，
改稿した。また，査読者の方から建設的なご意見を頂いた。記して感謝する次第である。

 2） 日本は当初モラトリアムに対し異議申し立てし，商業捕鯨を継続する意思表明を行ったが，日
本が商業捕鯨を続ければ，米国の排他的経済水域であるアラスカ近海での漁業を認めないとす
る米国政府からの政治的圧力によってモラトリアムを受け入れることになった。

 3） チュコト半島沿岸地域の先住民による捕鯨については，Krupnik（1987; 1993a; 1993b）をお読
みいただきたい。
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